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 يمإِحإِالرِ ِنإِحَِالرِ ِاللإِِبِسْمِ

イスラーム 
天性 - 理性 - 幸福の宗教 

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名におい

て 

あなたは自分にこう問いかけたことがありま

すか？ 

天と地、ならびにそこに存在するすべての生

命を創造したのは誰なのか？この天地の正確で

精緻なシステムを創り出したのは誰なのか？ 

この広大な宇宙は長年にわたり、どのような

緻密な法則によって秩序づけられ、そして安定

を保っているのか？ 

この宇宙は自らを生み出したのか？ それとも

何もないところから発生したのか？ それとも偶

然存在したのか？ 

あなたを創造したのは誰か？ 

あなたの体や他の生物の体内の器官に、この

精密なシステムを組み込んだのは誰なのか？ 

理性ある人なら、「家が誰の手も借りずに建

った」とか「何もないところから突然現れた」

と言われても、決して信じないでしょう。その

一方で、この広大な宇宙が創造主なしに生まれ
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たと主張する人たちの言葉については、どうし

て信じることができるでしょうか。これほど精

緻に調整された宇宙が偶然できたという考えを

、どうして受け入れられるのでしょうか。 

この宇宙とその中に存在する全てのものの創

造主であり、万物を司る偉大なる神が、確かに

存在します。かれこそは、至高なるアッラーで

す。 

至高なる主は、私たちに使徒たちを遣わし、

彼らに神の書（啓示）を下されました。その最

後のものが聖クルアーンであり、アッラーはそ

れをアッラーの最後の使徒であるムハンマド（

彼にアッラーからの祝福と平安あれ）に啓示さ

れました。アッラーは、それらの啓典と使徒た

ちを通して、次のことを告げ知らせました： 

・私たちに（アッラー）ご自身、その属性、

そしてアッラーの私たちに対する権利と、アッ

ラーに対する私たちの権利について明らかにさ

れました。 

・かれ（アッラー）は、すべての被造物を創

造された主であり、死も消滅もなく永生される

お方であることを、私たちに示してくださいま

した。すべての被造物は、かれの御手の中にあ

り、かれの支配下にあり、かれの管理下にあり

ます。 
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・かれ（アッラー）は、ご自身の属性の一つ

が知識であると私たちに告げられました。かれ

は知識をもってすべてを包み込み、すべてを聞

き、すべてを見通されるお方であり、地上にお

いても天においても、かれから隠せるものは何

もないのです。 

また主は、永生され、全てを司るお方です。

すべての被造物は、かれからのみ生を授かりま

す。かれは唯一自存されるお方であり、すべて

の被造物はかれによって支えられているのです

。至高なるアッラーは仰せられました： 

ه ﴿ ل  ُ ه الَلّه ل ومُ  يَُ لقْه ا يَُ  الحْه وه  هُ ا 
ه َ لِ إ ههه  لِ إ ه ا  ل وه ةٌ  سِنه ذُهُ  خُ

ْ
تهأ ا ا  مه وه اتِ  وه مه لسَه ا يِ  ف ا  مه ههُ  ل هوْمٌ  ن ا 

ه  ل وه مْ  هُ لفْه خه ا  مه وه يهِمْ  يدِْ
ه

أ ينْه  به ا  مه عْلهمُ  يه هِِ  إِذِنْ ب ا 
ه َ إلِ هُ  دْه عِن عُ  هشْفه ي ذِي 

ه َ ل ا ا  ذه نْ  مه رضِْ 
ه

الأ يِ  ا  ف
ه  ل وه رضْه 

ه
الأ وه اتِ  وه مه لسَه ا هُ  كُرسِْيَُ سِعه  وه اءه  شه ا  مِه ب ا 

ه َ إلِ هِ  مِْ عِل مِنْ  يْءٍ  بشِه ونه  حيِطُ ودُهُ يُ ئُ يه ا 
ظِيمُ  عْه ليَُِ ال عْه هُوه ال وه ا  مه  ﴾ 255 حِفْظُهُ

 アッラーは、かれの外に（真に）崇拝すべき

ものがなく、永生するお方、全てを司るお方。

まどろみも眠りも、かれを捉えることはない。

諸天にあるものと、大地にあるものは（全て）

、かれに属する。かれのお許しなくして、誰が

かれの御許で執り成すことが出来ようか？かれ

は、彼ら（全存在）の前にあるものも、彼らの

背後にあるものも、ご存知である。そしてかれ

のお望みになることの外、彼らはかれの御知識
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について、何も把握することはないのだ。かれ

の玉座は、諸天と大地に広がり、その二つの護

持が、かれを疲れさせることもない。そしてか

れは至高のお方、この上なく偉大なお方であら

れる。 ［雌牛章：255節］ 

・かれ（アッラー）は、ご自身が完全な性質

を備えた主であることを私たちに知らせました

。かれは、創造の驚異と全能性を理解できるよ

う、私たちに知性と感覚を与え、それによって

主の偉大さ、力、そして属性の完全性を明らか

にされました。かれは、いかなる不完全さもか

れに対して帰せられないよう、私たちの中にか

れの完全性を示す生来の性質を植え付けました

。 

・また主はかれの諸天の上におられ、世界の

中に存在されるわけではなく、また世界もかれ

の中に存在しているわけではないことをお教え

になりました。 

・かれ（アッラー）は私たちにかれに従うよ

う命じられました。かれは私たちの創造主であ

ると同時に、宇宙の創造主であり、全てを司る

お方だからです。 

創造主は偉大な属性を備えており、他を必要

とし不完全さと結びつくことは決してありませ

ん。主は忘れることも、眠ることも、食事をす
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ることもなく、妻や子供を持つこともないから

です。したがって、創造主の偉大さに反するす

べての文書は、神の使徒たち（彼らに平安あれ

）によってもたらされた真の啓示ではないので

す。 

至高なるアッラーは、聖クルアーンの中で仰

せになりました： 

دٌ ﴿ حه
ه

أ  ُ ٱلَلّه وه  هُ دُ   1  قلُۡ  مه لصَه ٱ  ُ همۡ    2  ٱلَلّه همۡ  يه ل ل وه هدۡ يُ لدِۡ  ل همۡ    3  و ل وًا يه وه كُفُ هُۥ 
ه َ ل كُن 

دُ   حه
ه

 ﴾ 4 أ

 (使徒よ、）言え。「かれはアッラー、唯一

なるお方、 

 アッラーは、威光高きお方、 

 お産みすることもなければ、お産まれにもな

らなかったのであり、 

 誰一人、かれに匹敵するものもなかった」。 

［純正章：1- 4節］ 

あなたが創造主の存在を信じるなら… あなた

は自分が創造された目的について考えたことが

ありますか？アッラーは私たちに何を求めてい

るのか、そして私たちの存在意義は何なのか？ 
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アッラーは私たちを創造された後、そのま

ま放置されるなどあり得るでしょうか？ アッ

ラーは理由も目的もなく、すべての生き物を

創造されたのでしょうか？ 

真実として、偉大なる創造主アッラーは、私

たちがこの世に創造された目的を明らかにして

くださいました。それこそは、唯一アッラーの

みを崇拝することであり、かれこそが唯一真に

崇拝されるべき存在であると私たちに知らせて

くださいました。また、使徒たち（彼らに平安

あれ）を通して、どのようにかれを崇拝すべき

か、そして、かれの命令に従い、禁じられたこ

とを避けることによって、いかにかれに近づく

ことができるのかを明らかにされました。さら

に、かれの御満悦を得て、かれの懲罰を警戒す

べきことを示され、私たちの死後の運命につい

ても教えてくださいました。 

かれは、この世の人生は試練の場にすぎず、

真に完全な人生は死後の世界にあると私たちに

示されたのです。 

アッラーが命じられた通りにかれを崇め、そ

の禁止事項を避ける者には、現世では良い生活

があり、来世では永遠の至福があること、そし

てかれに背き信仰しなかった者には、この世で

の苦しみと、来世における永遠の罰がもたらさ
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れる、ということが啓示されました。 

なぜなら、人はそれぞれ自分がしてきた善

悪の報いを受けることなく、この世を生き終

えることなどあり得ないと私たちは知ってい

るからです。もしそれが許されるなら、不正

を働いた者に罰がなく、善い行いをした者に

報いがないことになってしまいます。 

私たちの主は、私たちに対しご満悦と懲罰か

らの救済を得るには、イスラームの教えを受け

入れること、すなわち、唯一なる神にのみ服従

してかれを崇拝し、かれの教えに従い、かれの

法を自発的に遵守すること以外に道はないと告

げられました。また、かれはイスラーム以外の

いかなる宗教も、人々から受け入れないことを

明確にされました。至高なるアッラーは仰せら

れました： 

َٰسِرِينه ﴿ ٱلخۡه ةِ مِنه  لۡأٓخِره ٱ فيِ  هُوه  وه هُ  له مِنۡ فهلهن يُقۡبه ا  ين َٰمِ دِ ٱلإۡسِۡله يرۡه  غِ غه ته يهبۡ ن  مه  ﴾85وه

 誰であれ、イスラーム以外のものを宗教とし

て望む者は、決してそれを受け入れられない。

また来世において、その者は損失者の類となる

のである。 ［イムラーン家章：85節］ 

今日、多くの人々が何を崇拝しているかを見

てみると、人間を崇拝する者、偶像を崇拝する

者、星を崇拝する者など、実に様々であること
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がわかるでしょう。理性を備えた人間は、その

属性において完全な万物の主以外に、何も崇拝

すべきではありません。ですから、どうして自

分と同じような、あるいは自分よりも劣る被造

物を崇拝できるのでしょうか。崇拝の対象は人

間でも、偶像でも、木でも、動物でもあっては

ならないのです。 

今日、人々が崇めている―イスラーム以外の―

すべての宗教をアッラーが受け入れることはあ

りません。なぜなら、それらは人間が作り出し

たものか、元来は天啓であったものが人間の手

によって改変された宗教だからです。それに対

し、イスラームは万物の主の宗教であり、変わ

ることなく、改変されることもありません。こ

の宗教の啓典は聖クルアーンです。それはアッ

ラーが啓示したとおりに保存され、今日に至る

まで、最後の預言者（彼の上にアッラーからの

祝福と平安あれ）に啓示された言語のまま、ム

スリムたちに読み継がれています。 

また、イスラームの基礎として、アッラーが

遣わされたすべての使徒たちを信じることが求

められます。彼らは皆人間であり、アッラーか

らの様々なしるしや奇跡によって支えられてい

ました。そして、アッラーのみを崇拝し、いか

なるものもかれ（アッラー）に並べ立てないよ
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う人々に呼びかけるため、彼らは遣わされたの

です。 そして、最後の預言者とは、預言者ムハ

ンマド（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）

のことです。アッラーは彼に、それ以前の預言

者たちの諸規定に代わる法（シャリーア）を授

けられ、数々の大いなるしるしによって彼を支

えられました。その中でも最も偉大なしるしが

、聖クルアーンです。それは万物の主の言葉で

あり、人類の知り得る中で最も偉大な啓典です

。その内容、表現、文体、そして法規定のすべ

てにおいて奇跡的であり、アラビア語で啓示さ

れた聖クルアーンには、現世と来世における幸

福へと導く真理への指針が含まれています。 

このクルアーンは至高なる創造主の言葉であ

り、人間によって創作されたものではないこと

を疑いなく証明する、数多くの合理的かつ科学

的な証拠が存在します。 

さらに、イスラームの基礎として、天使たち

と最後の日の信仰が求められます。最後の審判

の日には、アッラーが人々を墓から蘇らせ、そ

の行いについて裁きを下します。信仰を持って

善行を成した者には楽園にて永遠の至福が与え

られます。不信仰で悪行を成した者には地獄に

おける厳しい罰があります。またイスラームの

基礎として、良いことであれ悪いことであれア
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ッラーが予めお定めになった諸事（定命）を信

じることも求められます。 

イスラームの教えは、人生における包括的な

指針です。人間の天性や理性と合致し、健全な

魂は自然とこれを受け入れます。偉大なる創造

主が、すべての被造物にお定めになった規範で

あり、現世と来世におけるあらゆる善と、人々

の幸福をもたらす宗教です。人種や肌の色によ

る区別はなく、この宗教の下では誰もが平等で

す。人々の間に優劣があるとしたら、それはイ

スラームにおける善行の程度によってのみ判断

されるのです。 

至高なるアッラーは仰せられました： 

ة ﴿ يَبِه طه ة  وَٰ يه حه هُۥ  نُحۡييِهنَه فهله مُؤۡمِن  هُوه  وه يَٰ  نثه
ُ

أ وۡ 
ه

أ رٍ  كه ذه ن  مَِ ا  َٰلحِ صه مِله  عه نۡ  مه
ونه  لُ مه عۡ وُاْ يه ان كه ا  نِ مه حۡسه

ه
هُم بأِ جۡره

ه
جۡزيِهنَههُمۡ أ هنه ل  ﴾ 97 وه

 男性であれ女性であれ、誰であろうと信仰者

で正しい行いを行う者、われらはその者に、必

ずやよい暮らしを送らせよう。そしてわれらは

彼らに対し、彼らが行っていた最善のもので、

必ずや彼らの褒美を報いてやるのだ。 ［蜜蜂章

：97節］ 

聖クルアーンの中では、アッラーを唯一の主

かつ崇拝されるべきお方として、イスラームを

真の宗教として、そしてムハンマド（彼にアッ

ラーの祝福と平安あれ）を使徒として信じるこ
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と、ならびにイスラームに入ることは、人間に

選択の余地のない必要な事であると強調されて

います。復活の日には、清算と報いの裁きが下

され、真の信仰者は勝利と大きな成功を収めま

すが、不信仰だった者は明らかな損失を被るこ

とになります。 

至高なるアッラーは仰せられました： 

ينه   ﴿... َٰلدِِ خه َٰرُ  هۡه ن
ه

ٱلأۡ ا  حتۡهِه ته مِن  جرۡيِ  ته َٰت  نَه جه يدُۡخِلهُۡ  ههُۥ  ل رهسُو وه ه  ٱلَلّه عِ  يطُِ ن  مه وه
ظِيمُ  عه ٱلۡ زُ  وۡ ٱلفۡه كِه  َٰل ذه وه اۚ  رًا    13  فيِهه ها ن يدُۡخِلهُۡ  هُۥ  وده دُ حُ دَه  عه يهته وه ههُۥ  ل رهسُو وه ه  ٱلَلّه عۡصِ  يه ن  مه وه

ين هِ اب مَُ ذه عه ههُۥ  ل وه ا  فيِهه َٰلدِا   ﴾ 14  خه

 「…アッラーとその使徒に従う者は誰であろ

うと、かれ（アッラー）がその下から河川の流

れる楽園に、その者をお入れになる。（彼らは

）そこに永遠に留まるのだ。それはこの上ない

成功なのである。 

 そして、アッラーとその使徒に逆らい、かれ

（アッラー）の決まりを破る者は誰でも、かれ

（アッラー）がその者を地獄にお入れになる。

（彼は）そこに永遠に留まるのだ。彼には、屈

辱的な懲罰がある。」 ［婦人章：13‐14節］ 

イスラームへの入信を希望される方は、以下

の言葉の意味を理解し、その内容を心から信じ

た上で唱えることで、ムスリムになります：「

アシュハド アッラー イラーハ イッラッラ
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ー ワ アシュハドゥ アンナ ムハンマダン 

ラスールッラー」日本語の意味：「私はアッラ

ーの他に神はなく、ムハンマドはアッラーの使

徒であることを証言します」ムスリムになった

後は、アッラーによって定められた義務（礼拝

や断食など）を果たすために、イスラームの教

えや決まりを少しずつ学んで実践していきまし

ょう。 

イスラームに関するさらなる情報はこちらか

ら閲覧ください。 
 
 

***
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